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■仕様
形式 SCSA0361R/L SCSA0401R/L SCSA0481R/L SCSA0551R/L

ロックシリンダ面積 cm2 4.0 5.5 7.5 10.3

クランプ力（計算式）※1 kN F=
P－1.29

2.85+0.0124×L
F=

P－1.22
2.04+0.0084×L

F=
P－1.09

1.45+0.0044×L
F=

P－1.22
1.07+0.0033×L

全ストローク mm 12.5 13 14 16.5
スイングストローク（90°） 4.5 5 6 6.5
ロックストローク mm 8 8 8 10
スイング角度精度 90°±3°
ロックスイング完了位置繰返し精度 ±0.5°
戻しバネ力

kN
max. 0.58 0.76 0.89 1.41
min. 0.33 0.45 0.59 0.83

最高使用圧力 MPa 7
最低作動圧力※2 MPa 2.5
耐圧 MPa 10.5
使用温度 ℃ 0 ～ 70
使用流体 ISO-VG-32 相当 一般作動油
配管方式 ガスケットタイプ（Gネジプラグ付）

ロック時スイング方向

R L
ロック時
スイング方向

ロック時
スイング方向R：時計回り

L：反時計回り

※1. F： クランプ力（kN）、P ： 供給油圧（MPa）、L ： ピストン中心からクランプポイントまでの距離（mm）。
※2. 無負荷でクランプが動作する最低圧力を示します。
※シリンダ容量、質量は外形寸法を参照願います。

■断面構造

ロック時
油圧ポートに油圧供給すると
ロック動作を行います。

リリース時
油圧供給を断つと、バネにより
リリース動作を行います。

トラップ弁

スピコン
取付可能 スイングレバー

バネ

ピストンロッド

ダストシール
優れた
クーラント対策

テーパスリーブ

F

L

□K

Nx

Ny

4-EAネジ※1

油圧ポート φP

φD+0.3
0

C0.66.3S

カエリナキコト

※2
推奨配管内径※3

形式 SCSA0361R/L SCSA0401R/L SCSA0481R/L SCSA0551R/L
D 36 40 48 55
F 48 50 52 59
K 31.4 34 40 47
Nx 23.5 26 30 33.5
Ny 5 5 0 0
P 3 3 3 3
S 18 17 18.5 17
EA M4×0.7 M5×0.8 M5×0.8 M6

※1. 取付ボルト用のEAネジ深さはS寸法を参考に取付高さに応じ、決定願います。
※2. 本体取付穴φDの深さはF寸法を参考に取付高さに応じ、決定願います。
※3. 推奨配管内径は参考値です。クランプ使用台数や配管距離に応じて適宜変更願います。

オーダーNo. No. 価格
126173 SCSA0361-R 82,500
126174 SCSA0361-L 82,500

オーダーNo. No. 価格
126175 SCSA0401-R 82,500
126176 SCSA0401-L 82,500

オーダーNo. No. 価格
126177 SCSA0481-R 87,000
126178 SCSA0481-L 87,000

オーダーNo. No. 価格
126179 SCSA0551-R 98,500
126180 SCSA0551-L 98,500

■価格表

材　質  アルミ合金
●長寿命・高耐久性とトラップ弁
●優れたクーラント対策
●スイングレバーの製作容易（テーパスリーブを標準付属）
●ダイレクトマウントができるスピードコントロールバルブ

■参照ページ

P.576

スピードコントロールバルブ

油圧単動スイングクランプ（2.5～7MPa仕様）RoHS対応
HYDRAULIC SWING CLAMP　　No.E-1112

■取付加工寸法

520 CADデータダウンロード・在庫照会はWebサイトで！ 　ナベヤ 検 索
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注意事項　※1.　レバー位相決め用溝は、ロック時にポート側を向きます。
※2.　取付ボルトは付属しておりません。
　　　 S寸法を参考に取付高さに応じ、手配してください。
※3.　スピードコントロールバルブは付属しておりません。
※4.　ナット・テーパスリーブを含む、スイングクランプ単体の
　　　質量を示します。

■外形寸法
本図は、SCSA□□□□-Rのリリース状態を示します。

形式 SCSA0361-R/L SCSA0401-R/L SCSA0481-R/L SCSA0551-R/L
全ストローク 12.5 13 14 16.5

スイングストローク(90°） 4.5 5 6 6.5
ロックストローク 8 8 8 10

A 103.5 111 121 137.5
B 49 54 61 69
C 40 45 51 60
D 36 40 48 55
E 73 75 80 87
F 48 50 52 59
G 25 25 28 28
H 29 31.5 35.5 39
J 20 22.5 25.5 30
K 31.4 34 40 47
L 63 68 73 80
M 11 11 13 12
Nx 23.5 26 30 33.5
Ny 5 5 0 0
Q 7.5 9.5 9.5 11
R 4.5 5.5 5.5 6.8
S 18 17 18.5 17
T 14.5 15 16 18.5
U 15 18 22 25
V 9 12 14 20
W 7 9 11 12

X（呼び×ピッチ） M10×1 M12×1.5 M16×1.5 M18×1.5
Y 4 5 6 8

Z（面取り） C2 C3 C3 (φ80)
AA 19 22 24 30
AB 5.8 7 9 10
AC 4 5 6 7
AD 13.8 16.6 20.5 22.9
AE 21.2 24.5 26.5 33
BA 9.5 13 15 21
BB 17 20 25 28
CA 5 6 8 9
CB 4 5.3 5.3 5.3
CC 3 4 4 4
JA 3.5 3.5 3.5 3.5
JB 14 14 14 14

Gネジプラグ G1/8 G1/8 G1/8 G1/8
Oリング 1BP5 1BP5 1BP5 1BP5

シリンダ容量 cm3 4.9 7.1 10.6 17
質量 ※4 kg 0.5 0.6 0.8 1.2

- 0.1
- 0.2

φAD
φAE

φD

CB

AC AB
BA

S ※
2

CC H8

φBB

φU15°

A
E

F
G

T
V

テー
パ1

/10
W

M

ナット（付属）

テーパスリーブ（付属）

Xネジ

トラップ弁

Nx

N
y

油圧ポート : Oリング（付属）
（-C/-Gタイプ）

4-φR
ザグリφQ

レバー位相決め用溝 ※1

Rタイプ(Lタイプ：180°反対)油圧ポート Gネジ ※3

（スピコン取付可）

Rタイプ

Lタイプ

H J

六角穴Y

BJA

AACA

C □
K

φ
JB N

y
2-Z

φL

Gネジプラグ（付属）

ロック時
スイング方向

テーパロックタイプのスイングレバーの設計製作時に参考としてください。

対応機器形式 SCSA0361-R/L SCSA0401-R/L SCSA0481-R/L SCSA0551-R/L
A 12 16 19 25
B 9.5 13 15 21
C 2.5 3 4 4
D 4.3 5.3 6.3 6.3
E 17+ 0.027

0 20+ 0.033
0 25+ 0.033

0 28+ 0.033
0

F 13.9+ 0.15
0 16.7+ 0.15

0 20.6+ 0.15
0 23+ 0.15

0

G 3 4 4 4

A
D

C
B±

0.
1

φF
（φG）

φE H8

C0.6

R0.4

レバー位相
決め用ピン穴

 注意事項 スイングレバー設計時には「クランプ力線図」（P568）
を参照ください。

■テーパロックレバー設計寸法

567CADデータダウンロード・在庫照会はWebサイトで！ 　ナベヤ 検 索
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■油圧複動スイングクランプ

■油圧単動スイングクランプ

■クランプ力線図

（例） SCDA0408を使用した場合
供給油圧5.0MPa 、 レバー長さL=50mmの時、クランプ力は約3.1kN となります。

（例） SCSA0481を使用した場合
供給油圧5.0MPa 、 レバー長さL=50mmの時、クランプ力は約2.3kN となります。

シリンダ出力

L=150(s=130)
L=100(s=80)

L=50(s=30)
L=30(s=10)

0
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0
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L=200(s=170)
L=140(s=110)
L=80(s=50)
L=50(s=20)
シリンダ出力

L=150(s=127.5)
L=100(s=77.5)
L=60(s=37.5)
L=40(s=17.5)

シリンダ出力

0
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3.5
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供給油圧（MPa）
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力
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）

L=200(s=174.5)
L=140(s=114.5)
L=80(s=54.5)
L=50(s=24.5)
シリンダ出力

使用不可範囲（■部） 使用不可範囲（■部）

使用不可範囲（■部）
使用不可範囲（■部）

0

1

2

3

4

5
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供給油圧（MPa）

ク
ラ
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プ

力
（

kN
）

SCDA0360-R/L SCDA0400-R/L

SCDA0480-R/L SCDA0550-R/L

L=90(s=70)
L=150(s=130)

L=32(s=12)

シリンダ出力
2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0
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 1 2 3 4 5 6 7
供給油圧（MPa）

 1 2 3 4 5 6 7
供給油圧（MPa）

 1 2 3 4 5 6 7
供給油圧（MPa）

 1 2 3 4 5 6 7
供給油圧（MPa）

ク
ラ
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プ

力
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kN
）

ク
ラ

ン
プ

力
（

kN
）

L=200(s=170)
L=120(s=90)
L=50(s=20)

シリンダ出力

L=150(s=127.5)
L=90(s=67.5)
L=36.5(s=14)

シリンダ出力

ク
ラ

ン
プ

力
（

kN
）

ク
ラ

ン
プ

力
（

kN
）

L=150(s=124.5)
L=100(s=74.5)
L=42(s=16.5)

シリンダ出力

使用不可範囲（■部） 使用不可範囲（■部）

使用不可範囲（■部）
使用不可範囲（■部）

SCSA0360-R/L SCSA0400-R/L

SCSA0480-R/L SCSA0550-R/L

注意事項
1. 本グラフは、クランプ力（kN）と供給油圧（MPa）の関係を示しています。
2. シリンダ出力（L=0時）はクランプ力計算式では求められません。
3. 供給油圧や取付姿勢等の条件により、慣性モーメントの大きいレバーではスイング動作ができ

ない場合があります。
4. クランプ力は、レバーが水平位置でロックした時の能力を示します。
5. クランプ力はレバー長さにより変化します。レバー長さに適した供給油圧で使用してください。
6. 使用不可範囲で使用されますと、変形・かじり・油漏れ等の原因になります。
7. 本グラフは参考値のため、詳細はクランプ力計算式から算出願います。

s

L ：レバー長さ (mm)

F
P

Ｐ ： 供給油圧 (MPa)
Ｆ ： クランプ力 (kN)

油圧スイングクランプ RoHS対応
HYDRAULIC SWING CLAMP　　No.E-1112

568 CADデータダウンロード・在庫照会はWebサイトで！ 　ナベヤ 検 索
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■油圧複動スイングクランプ

■油圧単動スイングクランプ

リリース動作時間(sec)

ロック動作時間(sec)

レ
バ
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慣

性
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ト

（
kg

・
m

2
) 0.005

      0

0.001

0.002

0.003

0.004

0 0.7 0.80.5 0.60.40.1 0.2 0.3

0 1.4 1.61.0 1.20.80.2 0.4 0.6

リリース動作時間(sec)

ロック動作時間(sec)
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2
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90°スイング

全動作

90°スイング

全動作

90°スイング

全動作

90°スイング

全動作

SCDA0360 SCDA0480SCDA0400 SCDA0550

90°スイング動作時間(sec)

慣
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ト
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m
2
)
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0
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SCSA0361 SCSA0481SCSA0401 SCSA0551

■許容動作時間グラフの読み方■慣性モーメントの求め方（概算式）

■全動作時間計算式

■許容動作時間グラフ
スイング動作時間の調整
本グラフは、レバー慣性モーメントに対する許容動作時間を示します。
使用するレバーの慣性モーメントにより、
動作時間がグラフに示す動作時間より遅くなるように調整してください。

動作速度が速すぎると、停止精度の悪化や内部部品の損傷を招く原因
となります。

全動作時間
(全ストローク)

スイング動作時間
(スイングストローク)

（ロックストローク）

SCDA0480

SCDA0480を使用した場合
慣性モーメント 0.0068kg・m2のレバーを使用時
①ロック時90°スイング動作時間 ： 約0.44秒以上
②リリース時90°スイング動作時間 ： 約0.22秒以上
③ロック全動作時間 ： 約0.9秒以上
④リリース全動作時間 ： 約0.45秒以上
1． 本グラフの全動作時間はフルストローク時の許容動作時間

を示します。

① ③

④

リリース動作時間(sec)

ロック動作時間(sec)

レ
バ

ー
慣

性
モ

ー
メ

ン
ト

 (k
g・

m
2
) 0.020

       0

0.004

0.008
0.0068

0.012

0.016

0 0.7 0.80.5 0.60.40.1 0.2 0.3

0 1.4 1.61.0 1.20.80.2 0.4 0.6

②

90°スイング

全動作(参考)

① 長方形板（直方体）で、
 回転軸が板に垂直で
 一端

② 長方形板（直方体）で、
 回転軸が板に垂直で
 重心位置

③ レバー先端に負荷がある

L
b

m

：慣性モーメント（kg・m2） L,L1,L2,K,b：長さ(m) m,m1,m2,m3：質量(kg)

L b

m2 m1

L1

=m1 +m2
4L2+b2

12
4L12+b2

12

=m1 +m2
4L2+b2

12
4L12+b2

12
+m3K2+m3

L22+b2

12

=m L2+b2

12

L
b

K

m2

L1

L2

m1
m3

ロック全動作時間（sec）=ロック時90°スイング動作時間（sec）×
全ストローク（mm）

スイングストローク（mm）

リリース全動作時間（sec）=リリース時90°スイング動作時間（sec）×
全ストローク（mm）

スイングストローク（mm）

全動作時間（sec）= 90°スイング動作時間（sec）×
全ストローク（mm）

スイングストローク（mm）

油圧複動スイングクランプ

569CADデータダウンロード・在庫照会はWebサイトで！ 　ナベヤ 検 索




